
　 ３ 月６ 日（ 木）、 川内南中学校、 東郷学園義務教育学

校、 里小学校の教職員４ 人が表敬訪問し 、 川内南中学

校の全国教育美術展の内閣総理大臣賞、 東郷学園義務

教育学校および里小学校教職員の文部科学大臣優秀

教職員表彰の受賞を報告し まし た。

　 こ の表彰は、 子ども の感受性や表現力を育てる取り

組み、 子ども 主体の授業づく り 、 業務改善の取り 組み

などが高く 評価さ れたも のです。

　 ２ 月22日（ 土）、23日（ 日）、サンアリ ーナせんだいで、

第45回全九州中学生バスケッ ト ボール春季選手権大

会が開催さ れまし た。

　 16チームが参加し た女子の部では、 れいめい中学

校女子バスケッ ト ボール部が６ 年ぶり ２ 度目の優勝

を果たし 、 チーム一丸と なっ て、 優勝旗を取り 戻すこ

と ができまし た。

学びの環境づく り に高い評価

　 ２ 月28日（ 金）、 市比野小学校と 隈之城小学校の５

年生がオンラ イン交流を行いまし た。

　 こ れはふるさ と コ ミ ュ ニケーショ ン科の学習で実

施し 、 市比野小学校は温泉について、 隈之城小学校は

川内川の水についてそれぞれ調べたこ と を 発表し ま

し た。 発表後、 ｢町おこ し の提案が良かっ た｣｢水のこ

と を 詳し く 調

べて い て すご

かっ た｣などの

感想を 伝え 合

い、 交流を 深

めまし た。

　 ３ 月１ 日（ 土）、 Ｓ Ｓ プラ ザせんだいで、 薩摩川内

SDGs チャ レンジシンポジウム with 次世代エネルギー

フ ェ アを開催し まし た。

　 約500人が参加し 、 企業・ 団体などの SDGsの取り

組みに関する 発表やク イ ズラ リ ー「 さ つませんだい

SDGs ク エスト 」などを行いまし た。

　 子ども から 大人まで、 楽し みながら さ まざまな視点

で SDGs チャ レンジの機運を高める機会と なり まし た。

オンラ イ ンでつながる学び SD Gs チャ レンジ & チェ ンジ

春の九州大会で優勝

　 ３ 月６ 日（ 木）、 川内聖母幼稚園で、 木育製品の贈呈

式を行いまし た。

　 こ れは、 薩摩川内市みどり 推進協議会が｢木育｣を推

進する ために行っ たも のです。 みどり の募金を 活用

し 、 北薩地域で育っ た木で製作し た｢積み木｣などを川

内聖母幼稚園の他、 市内11の幼稚園に贈呈し まし た。

子ども たちは、

届けら れた積

み木に大喜び

でし た。

子ども たちに木のぬく も り を届けまし た

▲川内南中学校　
　 絵画展の１ 作品

「 　 　 　 　 　 」に

投 稿く ださ い。

投 稿 方 法

①タイト ル（ 11 文字程度）　  ②本文（ 14 0文字程度）

 ③投稿者名　  ④連絡先　  ⑤写真１枚～３枚

を添えて、秘書広報課までメ ールで投稿く ださ い。

メ ールアドレス／ko ho @ city.sa tsum asend a i.lg .j p

※内容やスペースの都合により 掲載できない場合も
　 ありますので、 あら かじ めご了承く ださ い。

　 まち の話題は、 市民の皆さ んから いただいた

情報により、 身近な話題を掲載しています。

　 皆さ んからのたく さ んの投稿お待ちしています。
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【 情報提供： れいめい中学校女子バスケッ ト ボール部】
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第
32
回
霧む

音お
ん

コ
ン
サ
ー
ト

５
月
３
日（
土
）
14
時
～
16
時

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
演
奏
会
、
声

楽
、
ピ
ア
ノ
、
フ
ル
ー
ト
、
合
唱
、

地
元
の
音
楽
家
に
よ
る
演
奏

ど
な
た
で
も
可

▼
大
人
＝
５
０
０
円

　
▼
高
校
生
以
下
＝
３
０
０
円

※
当
日
券
あ
り

霧
音

　
谷た

に

口ぐ
ち

０
８
０
（
３
９
４
４
）４
６
７
５

寺
山
こ
ど
も
の
日
フ
ェ
ス
タ

５
月
５
日（
月
）

少
年
自
然
の
家（
９
時
30
分
～
15
時
）

▼
無
料
体
験
＝
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

上
映
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体

験
、
幼
児
が
遊
べ
る
コ
ー
ナ
ー

　
▼
創
作
体
験
＝
レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
、

プ
ラ
ホ
ビ
ー
な
ど

　
▼
出
店
＝
竹
巻
パ
ン
、
綿
あ
め

※
参
加
無
料

少
年
自
然
の
家

（
29
）２
１
１
４

せ
ん
だ
い
宇
宙
館（
10
時
～
15
時
）

▼
体
験
＝
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ロ
ケ
ッ

ト
、
鯉
の
ぼ
り
釣
り
、
ス
ペ
ー

ス
ボ
ウ
リ
ン
グ

　
▼
出
店
＝
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン

３
５
０
円（
中
学
生
以
下
は
無
料
）

せ
ん
だ
い
宇
宙
館

（
31
）４
４
７
７

ど
な
た
で
も
可

少
年
自
然
の
家
の
食
堂
も
利
用

で
き
ま
す
（
カ
レ
ー
限
定
先
着
70
食
、

事
前
に
電
話
予
約
が
で
き
ま
す
）。

※
少
年
自
然
の
家
、
せ
ん
だ
い
宇
宙
館
と
も
に

材
料
代
が
必
要
な
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
。

川
内
歴
史
資
料
館

　
　
　
　

「
春
の
お
り
が
み
広
場
」

４
月
26
日（
土
）～
５
月
６
日
（
火
）

９
時
～
16
時

川
内
歴
史
資
料
館

か
ぶ
と
、
シ
ャ
ツ
、
イ
チ
ゴ
、
金

魚
、
キ
ャ
ン
デ
ィ
、
ひ
ま
わ
り
の
６

種
類
の
折
り
紙

ど
な
た
で
も
可

※
未
就
学
児
は
保
護
者
同
伴

※
参
加
無
料

川
内
歴
史
資
料
館

（
20
）２
３
４
４

ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド
工
作

　
　

宇
宙
館
コ
マ
作
り

４
月
27
日（
日
）
13
時
～
16
時

せ
ん
だ
い
宇
宙
館

せ
ん
だ
い
宇
宙
館
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

を
プ
リ
ン
ト
し
た
絵
な
ど
で
、
手
作

り
の
コ
マ
の
製
作

ど
な
た
で
も
可

材
料
が
無
く
な
り
次
第
終
了

※
参
加
無
料（
別
途
入
館
料
必
要
）

せ
ん
だ
い
宇
宙
館

（
31
）４
４
７
７

郷
土
史
研
究
会
講
演
会

　
　
　
　

「
薩
摩
川
内
石
造
物
ミ
ス
テ
リ
ー
」

５
月
17
日（
土
）
13
時
30
分
～
15
時

30
分川

内
歴
史
資
料
館

古
寺
跡
写
真
家

　
川か

わ

田た

達た
つ

也や

氏

ど
な
た
で
も
可

先
着
60
人

※
当
日
受
付
順

１
人
３
０
０
円（
受
講
料
）

※
会
員
は
無
料

薩
摩
川
内
郷
土
史
研
究
会

　
前ま

え

田だ

０
９
０
（
４
９
９
７
）３
９
９
９

名
作
シ
ネ
マ
上
映
会
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
イ
ー
ク
特
別
上
映
【
要
申
込
】

川
内
ま
ご
こ
ろ
文
学
館

先
着
95
人

※
参
加
無
料

※
車
い
す
席
あ
り

※
駐
車
場
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。

４
月
19
日
（
土
）
～

直
接
、
電
話

川
内
ま
ご
こ
ろ
文
学
館

（
25
）５
５
８
０

手
話
講
習
会
受
講
生

手
話
奉
仕
員
養
成
講
習
会
受
講
生

（
入
門
課
程
）

５
月
22
日
～
12
月
18
日
の
毎
週
木

曜
日
（
全
30
回
）
19
時
～
21
時

※
８
月
14
日
は
休
講

手
話
を
通
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
や
聴
覚
障
害
者
と
交
流
し
て
み
た

い
方
（
初
心
者
向
け
、
中
学
生
以
上
）

先
着
30
人

※
受
講
無
料
（
別
途
、
テ
キ
ス
ト
代
が
必
要
）

手
話
通
訳
者
養
成
講
習
会
受
講
生

（
通
訳
Ⅰ
課
程
）

５
月
22
日
～
令
和
８
年
２
月
５
日

の
毎
週
木
曜
日
（
全
35
回
）
19
時
～
21
時

※
８
月
14
日
、
12
月
25
日
、
１
月
１

日
は
休
講

手
話
奉
仕
員
養
成
講
習
会
基
礎
課

程
を
修
了
し
た
方
で
、
手
話
通
訳
者

を
目
指
し
、
今
後
３
年
間
継
続
し
て

受
講
で
き
る
方

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
、
手
話
で

の
面
談
な
ど
、
選
考
を
行
い
ま
す
。

10
人
程
度

※
受
講
無
料

中
央
公
民
館

筆
記
用
具

４
月
30
日（
水
）ま
で

電
話本

庁
障
害
福
祉
課
支
援
Ｇ
（

２
１
７
２
）

イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
中
止
や
延
期

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
・
相
談
な
ど
の

最
新
情
報
を
チ
ェ
ッ
ク
！

情
報
掲
示
板

イ
ベ
ン
ト

▲竹巻パン

募
集

時 タ イ ト ル 声の出演

5/6（ 火）
10 :0 0 ～ 11:28

ミ ニオンズ フ ィ ーバー

（ R４ 年/吹き 替え）

笑福亭鶴瓶、 市村正親、

尾野真千子、 渡辺直美　 他

※開場は上映開始30 分前～
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景
観
審
議
会
委
員

本
市
の
景
観
形
成
に
関
す
る
重
要

事
項
に
つ
い
て
審
議
を
す
る
委
員

２
人

※
任
期
は
６
月
１
日
～
令
和
９
年
５

月
31
日
の
２
年
間

※
応
募
多
数
の
場
合
、
選
考

本
市
に
居
住
ま
た
は
通
勤
・
通
学

し
て
い
る
方
で
、
景
観
に
対
し
て
関

心
が
あ
る
方

５
月
９
日
（
金
）必
着

任
意
の
様
式
に
、
本
市
の
景
観
に

関
す
る
意
見
、
住
所
、
氏
名
、
連
絡

先
を
明
記
の
上
、
直
接
、
送
付
、
フ
ァ

ク
ス
、
メ
ー
ル

本
庁
都
市
整
備
課
都
市
計
画
・
景

観
Ｇ（

３
４
１
１
）

（
23
）８
３
８
９

to
sh

ike
ikaku

@

city.sa
tsu

m
a
se

n
d
a
i.lg

.jp

令
和
８
年
歌
会
始
の
お
題
と
詠
進
要
領

お
題
に
「
明
」を
詠
ん
だ
自
作
の
歌

の
募
集

※
１
人
１
首
、
未
発
表
の
も
の

※「
鮮
明
」
、「
文
明
」
の
よ
う
な
熟
語
、

「
明
る
い
」の
よ
う
に
訓
読
し
て
も

良
い
。

毛
筆
で
、
半
紙
（
習
字
用
）
を
横

長
に
用
い
、
右
半
分
に
お
題
と
短
歌
、

左
半
分
に
郵
便
番
号
、
住
所
、
連
絡

先
、
氏
名（
本
名
・
ふ
り
が
な
）、
生

年
月
日
、
性
別
お
よ
び
職
業
を
縦
書

き
で
自
書
の
上
、
送
付

※
詳
し
く
は
、

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

９
月
30
日（
火
）
消
印
有
効

宮
内
庁
式
部
職

　
〒
１
０
０
‐

８
１
１
１

０
３
（
３
２
１
３
）１
１
１
１

外
国
語
講
座

は
じ
め
て
の
韓
国
語

▼
昼
コ
ー
ス

５
月
13
日
～
７
月
15
日
の
毎
週
火

曜
日（
全
10
回
）
10
時
～
11
時
30
分

▼
夜
コ
ー
ス

５
月
８
日
～
７
月
10
日
の
毎
週
木

曜
日（
全
10
回
）
19
時
30
分
～
21
時

ハ
ン
グ
ル
文
字
の
読
み
方
、
書
き

方
、
基
本
的
な
語
彙
の
学
習

厳げ
ん

海か
い

玉
ぎ
ょ
く

氏

ど
な
た
で
も
可（
中
学
生
以
下
保

護
者
同
伴
）

各
コ
ー
ス
先
着
20
人

２
２
０
０
円
（
教
材
費
）

英
語
を
学
ぼ
う
！
入
門
コ
ー
ス

５
月
13
日
～
７
月
15
日
の
毎
週
火

曜
日（
全
10
回
）
18
時
30
分
～
20
時

初
心
者
向
け
の
英
語
学
習

内う
ち

田だ

ち
づ
る
氏

ど
な
た
で
も
可（
中
学
生
以
下
保

護
者
同
伴
）

先
着
20
人

１
０
０
０
円（
教
材
費
）

英
語
で
話
そ
う
！
中
級
コ
ー
ス

５
月
８
日
～
７
月
10
日
の
毎
週
木

曜
日
（
全
10
回
）
19
時
30
分
～
21
時

英
語
で
の
表
現
や
会
話
の
学
習

デ
ビ
ッ
ト

　
マ
ル
チ
ネ
ズ
氏

英
語
で
意
志
表
現
で
き
る
方（
高

校
生
以
上
）

先
着
16
人

※
教
材
費
不
要

日
常
英
会
話
コ
ー
ス

５
月
９
日
～
７
月
11
日
の
毎
週
金

曜
日
（
全
10
回
）
19
時
～
20
時
30
分

場
面
別
の
英
会
話
フ
レ
ー
ズ
学
習

谷た
に

口ぐ
ち

美め

如ぐ

氏

ど
な
た
で
も
可
（
中
学
生
以
下
保

護
者
同
伴
）

先
着
20
人

５
０
０
円（
教
材
費
）

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

※
参
加
に
は
国
際
交
流
協
会
会
員
に

な
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。（
年
会
費

２
０
０
０
円
、
随
時
受
付
）

４
月
10
日（
木
）～
30
日（
水
）

申
込
フ
ォ
ー
ム

国
際
交
流
協
会

（
22
）７
７
４
０

ま
ご
こ
ろ
文
芸
講
座
受
講
生

文
学
館
年
間
パ
ス
ポ
ー
ト
（
６
０

０
円
、
講
座
初
回
時
の
購
入
可
）

※
障
害
者
手
帳
な
ど
を
所
有
す
る
方

は
無
料

４
月
12
日
（
土
）
～
５
月
６
日
（
火
）

直
接
ま
た
は
希
望
講
座
名
、
住
所
、

氏
名
（
漢
字
・
ふ
り
が
な
）
、
電
話
番
号
、

年
間
パ
ス
ポ
ー
ト
の
有
無
（
所
有
者
は

ナ
ン
バ
ー
、
有
効
期
限
）
、
障
害
者
手

帳
な
ど
の
有
無
を
明
記
の
上
、
メ
ー
ル

※
複
数
講
座
の
申
し
込
み
可

川
内
ま
ご
こ
ろ
文
学
館

（
25
）５
５
８
０

m
ag

o
ko

ro
@

p
o
4
.syn

ap
se

.n
e
.jp

▲宮内庁

▲申込
　 フ ォ ーム

講座名 内　 容 時　 間
定員

（ 先着）
場　 所 講　 師

楽し く 学ぶ
鹿児島方言と

薩摩狂句

鹿児島方言の意味や使
い方のほか、 薩摩狂句
を 作り 、 歴史や規定を
学ぶ

５ 月～ 12月
毎月第１ 土曜日
10:00 ～ 11:30

※５ 月のみ第２ 土曜日
（ 全７ 回、 ８ 月休講）

20人
川内歴史
資料館

柿
かきぞの

囿　 浩
こ う

二
じ

氏
（ 川内がら っ ぱ狂句会会員）

やさ し い朗読
～はじ めの一歩～

はじ めての方でも 分かり や
すく 、 朗読に必要な基礎を
学び、 文学作品の朗読
※テキスト 代1,320円が必要

５ 月～ 12月
毎月第３ 木曜日
13:30 ～ 15:00

（ 全８ 回）

15人

川内まごこ ろ
文学館

浜
はまもと

本　 麗
れい

歌
か

氏
（ 朗読家）

あいう えおから
始める書写講座

ひら がなやカ タ カ ナを
基礎から 学び、 楷書・
行書を 鉛筆で臨書
※２ Ｂ または３ Ｂ の鉛筆、

消し ゴムが必要

５ 月～３ 月
毎月第３ 金曜日
10:30 ～ 12:00

（ 全９ 回、 ８ 月、 12月休講）

30人
青
あおさ き

﨑　 テル子
こ

氏
（ 日本習字講師）

源氏物語を読む
～物語を彩る人びと ～

現代語訳や作品背景など
の解説、 源氏物語「 薄雲」
巻、「 朝顔」巻の鑑賞

５ 月～ 10月
毎月第４ 日曜日
10:30 ～ 11:30

※５ 月のみ10 :30 ～ 12:00
（ 全５ 回、 ７ 月休講）

30人
廣
ひろ

尾
お

　 理
り

世
よ

子
こ

氏
（ 鹿児島純心女子

高等学校教諭）

美し い日本の歌・
唱歌・ 童謡を 歌う

季節ごと に選曲し た美
し い日本の歌や唱歌・
童謡の作者、 詩につい
て学び、 歌う

６ 、９ 、12、３ 月の
第２ 土曜日

10:00 ～ 11:30
（ 全４ 回）

30人
齊
さ いと う

藤　 玲
れい

子
こ

氏
（ 声楽家）
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市
民
活
動
支
援
補
助
金

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
コ
ー
ス

地
域
活
性
化
の
た
め
に
自
ら
企
画

し
て
公
益
的
活
動
を
行
う
、
市
民
活

動
団
体
な
ど
が
実
施
す
る
事
業
に
対

す
る
補
助
金
の
交
付

▼
対
象
経
費
＝
対
象
と
な
る
事
業
の

実
施
に
直
接
必
要
と
な
る
経
費

　
※
団
体
の
経
常
的
な
管
理
運
営
経

費
は
除
き
ま
す
。

▼
補
助
金
額
＝
補
助
の
対
象
と
な
る

経
費
に
、
補
助
回
数
に
応
じ
た
補

助
率
を
乗
じ
て
得
た
額（
１
団
体

当
た
り
上
限
20
万
円
で
、
１
０
０

０
円
未
満
切
り
捨
て
）

▼
１
回
目
＝
80
％

▼
２
回
目
＝
70
％

▼
３
回
目
＝
50
％

次
の
①
～
④
の
全
て
の
条
件
を
満

た
す
団
体

①
こ
れ
か
ら
活
動
を
開
始
す
る
、
ま

た
は
活
動
期
間
が
お
お
む
ね
３
年

未
満
の
団
体

②
構
成
員
が
５
人
以
上
で
、
そ
の
過

半
数
が
本
市
に
住
所
を
有
し
、
活

動
拠
点
・
活
動
場
所
が
市
内
の
団

体
③
薩
摩
川
内
市
民
活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
登
録
し
、
公
益
の
増
進
に
寄

与
す
る
活
動
を
行
う
任
意
団
体
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど

※
市
民
活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、

市
民
活
動
団
体
の
交
流
・
情
報
交

換
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
情
報
提
供

を
行
い
ま
す
。

④
規
約
な
ど
を
有
し
、
責
任
者
が
明

確
で
、
独
立
し
た
経
理
を
行
っ
て

い
る
団
体

高
齢
化
対
策
コ
ー
ス

市
民
活
動
団
体
な
ど
が
特
に
高
齢

化
率
の
高
い
自
治
会
の
活
性
化
や
課

題
解
決
に
向
け
た
公
共
的
な
支
援
と

し
て
実
施
す
る
事
業
に
対
す
る
補
助

金
の
交
付

▼
対
象
経
費
＝
対
象
と
な
る
事
業
の

実
施
に
直
接
必
要
と
な
る
経
費

　
※
団
体
の
経
常
的
な
管
理
運
営
経

費
は
除
き
ま
す
。

▼
補
助
金
額
＝
補
助
の
対
象
と
な
る

経
費
に
、
４
分
の
３
を
乗
じ
て
得

た
額（
１
団
体
当
た
り
上
限
24
万

円
で
、
１
０
０
０
円
未
満
切
り
捨

て)次
の
①
～
③
の
全
て
の
条
件
を
満

た
す
団
体

①
構
成
員
が
５
人
以
上
で
、
そ
の
過

半
数
が
本
市
に
住
所
を
有
し
、
活

動
拠
点
・
活
動
場
所
が
市
内
の
団

体
②
薩
摩
川
内
市
民
活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
登
録
し
て
い
る
ま
た
は
当
該

年
度
の
補
助
金
交
付
決
定
時
ま
で

に
登
録
し
、
公
益
の
増
進
に
寄
与

す
る
活
動
を
行
う
任
意
団
体
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど

③
規
約
な
ど
を
有
し
、
責
任
者
が
明

確
で
、
独
立
し
た
経
理
を
行
っ
て

い
る
団
体

※
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
や
自

治
会
、
こ
れ
ら
に
類
す
る
団
体
、

宗
教
活
動
や
政
治
活
動
な
ど
を
目

的
と
す
る
団
体
な
ど
は
対
象
外

５
月
16
日（
金
）消
印
有
効

市

上
ま
た
は
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
、
各
支
所
、
甑
島
振
興
局
お
よ

び
各
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

に
備
え
付
け
の
関
係
書
類
に
必
要
事

項
を
明
記
の
上
、
直
接
、
送
付

〒
８
９
５
‐
０
０
１
２

　
平
佐

一
丁
目
18
番
地

　
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
（
Ｓ
Ｓ
プ
ラ
ザ
せ
ん
だ
い
内
）

（
25
）６
２
１
０

点
訳
奉
仕
員
養
成
講
習
会
受
講
生

５
月
25
日
～
令
和
８
年
３
月
22
日

の
第
４
日
曜
日
（
全
11
回
）９
時
～
12
時

サ
ン
・
ア
ビ
リ
テ
ィ
ー
ズ
川
内
（
永

利
町
）

点
訳
技
術
取
得
後
に
点
訳
奉
仕
作

業
が
可
能
な
方

先
着
10
人

※
受
講
無
料

筆
記
用
具
、パ
ソ
コ
ン（
タ
ブ
レ
ッ

ト
不
可
）

５
月
９
日（
金
）ま
で

電
話

本
庁
障
害
福
祉
課
支
援
Ｇ（

２
１
７
２
）

市
営
住
宅
な
ど
の
入
居
者

（
変
更
に
な
る
場
合
あ
り
）

▼
川
内
地
域
＝
高
来
、
後
牟
田
、
今

村
、
西
方
西
、
東
上
川
内
、
横
馬

場
市
営
、
勝
目
一
般
、
湯
田
一
般

▼
樋
脇
地
域
＝
椿
第
１
、
八
幡

▼
入
来
地
域
＝
愛
宕
、
舟
越
、
立
山

一
般

▼
東
郷
地
域
＝
前
原
、
川
口

▼
祁
答
院
地
域
＝
藍
屋
、
会
田
、
砂

石
、
久
保
、
成
木
田
、
会
田
特
公

賃
、
藺
牟
田
特
公
賃

▼
上
甑
地
域
＝
上
甑
宮
田

▼
下
甑
地
域
＝
手
打
港
、
西
山
、
青

瀬
新
町

▼
鹿
島
地
域
＝
鹿
島
宮
田

４
月
23
日
（
水
）
必
着

市

ま
た
は
、

の
各
所
に
備
え

付
け
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
明
記

の
上
、
直
接
、
送
付

４
月
25
日
（
金
）
10
時
～
川
内
地
域

は
本
庁
６
階
６
０
３
会
議
室
、
東
部

区
域
と
甑
島
区
域
は

の
各
所

※
す
ぐ
に
は
入
居
で
き
ま
せ
ん
。

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
、
抽
選

※
詳
し
く
は
、
市

に
掲
載
お
よ
び

の
各
所
に
備
え
付
け
の
募
集
案

内
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

随
時
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い

る
住
宅
も
あ
り
ま
す
。

▼
川
内
地
域
＝
平
野
商
事
㈱
市
営
住

宅
管
理
事
務
所

　

（
25
）１
９
０
０

▼
東
部
区
域
（
樋
脇
、
入
来
、
東
郷
、

祁
答
院
地
域
）
＝
㈱
橋
口
組
市
営

住
宅
管
理
セ
ン
タ
ー

　

（
37
）２
５
３
３

▼
甑
島
区
域
＝
㈱
水
建
シ
ス
テ
ム
甑

島
地
域
市
営
住
宅
管
理
事
務
所

　

０
９
９
６
９
（
３
）
２
４
９
３

日
商
簿
記
検
定
試
験

６
月
８
日（
日
）

▼
１
級
・
３
級
＝
９
時
～

▼
２
級
＝
13
時
30
分
～

川
内
商
工
会
議
所

▼
１
級
＝
８
８
０
０
円

　
▼
２
級
＝
５
５
０
０
円

　
▼
３
級
＝
３
３
０
０
円

４
月
21
日（
月
）～
５
月
12
日（
月
）

上
の
申
込
フ
ォ
ー
ム
、
直
接

川
内
商
工
会
議
所

（
22
）２
２
６
７

▲市
▲川内商工
　 会議所

▲スタ ート
　 アッ プコ ース

▲高齢化対策
　 コ ース
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児
童
巡
回
相
談
【
要
申
込
】

６
月
19
日（
木
）９
時
～
17
時

サ
ン
・
ア
ビ
リ
テ
ィ
ー
ズ
川
内（
永
利
町
）

療
育
手
帳
の（
再
）判
定
な
ど

市
内
在
住
の
18
歳
未
満
の
方

　

５
月
９
日
（
金
）ま
で

直
接
、
電
話

本
庁
障
害
福
祉
課
支
援
Ｇ（

２
１
７
２
）

水
銀
を
使
用
し
た
体
温
計
な

ど
の
回
収
を
し
て
い
ま
す

　
家
庭
で
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
体
温

計
、
血
圧
計
、
蛍
光
灯
、
ボ
タ
ン
電

池
な
ど
の
水
銀
使
用
製
品
を
回
収
す

る
た
め
、
市
の
施
設
な
ど
に
回
収

ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
事
業
用
の
水
銀
使
用
製
品
や
電
子

式
、
ア
ル
コ
ー
ル
式（
液
が
赤
色
）の

体
温
計
な
ど
は
回
収
の
対
象
外
で
す
。

▼
回
収
場
所
＝
本
庁
環
境
課
、
各
支

所
地
域
振
興
課
、
中
央
公
民
館
、

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
、
セ
ン
ト
ピ

ア
、
水
道
局
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
、
樋
脇
郷
土
館
、
甑
島
振

興
局
、
里
お
よ
び
鹿
島
市
民
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
下
甑
支
所

▼
受
入
時
間
＝
各
施
設
の
業
務
時
間
内

▼
回
収
品
目
＝
蛍
光
管（
直
管
型
、

電
球
型
、
環
型
）
、
水
銀
使
用
体

温
計
、
血
圧
計
、
ボ
タ
ン
電
池

本
庁
環
境
課
廃
棄
物
政
策
Ｇ（

４
３
４
１
）

軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）の
免
除
申
請

５
月
１
日（
木
）～
６
月
２
日（
月
）

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳（
Ａ

１
、
Ａ
２
）、
精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳（
１
級
）
、
戦
傷
病
者
手
帳
の

い
ず
れ
か
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

※
障
害
区
分
（
級
）、
車
の
名
義
な
ど

に
よ
っ
て
は
、
免
除
の
対
象
に
な

ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
す
で
に
免
除
を
受
け
て
い
る
方
で
、

免
除
の
条
件
を
満
た
さ
な
く
な
っ

た
場
合
は
、
速
や
か
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
す
で
に
免
除
を
受
け
て
い
る
方
で
、

同
じ
軽
自
動
車
を
使
用
し
、
障
害

等
級
な
ど
が
申
請
時
と
変
更
が
な

い
方
は
、
申
請
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

▼
令
和
７
年
度
軽
自
動
車
税（
種

別
割
）
納
税
通
知
書

　
▼
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、

戦
傷
病
者
手
帳
の
い
ず
れ
か

　
▼
運
転
免
許
証
（
申
請
者
お
よ
び

運
転
者
）

　
▼
車
検
証
（
自
動
車
検
査
証
記
録

事
項
を
含
む
）

　
▼
生
計
同
一
証
明
書
（
身
体
障
害

な
ど
の
あ
る
方
と
生
計
同
一
の

方
が
、
身
体
障
害
な
ど
の
あ
る

方
の
通
院
・
通
学
な
ど
を
目
的

と
し
て
軽
自
動
車
を
使
用
す
る

場
合
に
必
要
）

※
同
証
明
書
は
、
本
庁
障
害
福
祉
課

で
発
行
し
ま
す
。
た
だ
し
、
戦
傷

病
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
、
県

社
会
福
祉
課
で
発
行
し
ま
す
。

本
庁
２
階
税
務
課
、
各
支
所
、
甑

島
振
興
局
に
備
え
付
け
の
申
請
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
直
接

本
庁
税
務
課
税
制
Ｇ（

２
２

２
１
、
２
２
２
２
）ま
た
は
各
支
所
、

甑
島
振
興
局

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
無
料
開
館

４
月
26
日
（
土
）
～
５
月
６
日
（
火
）

▼
川
内
歴
史
資
料
館

　
　

（
20
）２
３
４
４

　
▼
川
内
ま
ご
こ
ろ
文
学
館

　
　

（
25
）５
５
８
０

こ
ど
も
の
読
書
週
間

　
親
子
で
さ
ま
ざ
ま
な
本
を
読
み
、

読
書
の
楽
し
さ
を
実
感
し
ま
し
ょ
う
。

４
月
23
日
（
水
）
～
５
月
12
日
（
月
）

中
央
図
書
館

（
22
）３
５
４
２

お
知
ら
せ

相
談

５ 月から 規制区域内での

盛土や切土は許可が必要です

建築を する際の手続き が

変わり まし た
　 ５ 月１ 日から 盛土規制法に基づく 許可制度の運用が

始ま り ま す。 規制区域内で行う 一定規模以上の盛土や

切土、 一時的な土砂の仮置き については、 安全基準に

適合さ せる と と も に、 県の許可が必要と なり ます。

　 ま た、 ５ 月１ 日時点で 行っ て いる 規制対象工事は、

５ 月2 2 日までに届出が必要です。 規制区

域およ び詳細については、 県 を ご確認

く ださ い。

県土木部建築課盛土等規制対策班

0 9 9（ 2 8 6 ）3 6 9 5

①建築基準法など が改正さ れ、 ４ 月１ 日から 市内ど こ

でも 階数２ 以上または延べ面積2 0 0 ㎡を 超える 建物

を 建築する 場合、 建築確認申請など の申請手続き が

必要と なり まし た。 よ っ て、 こ れま で手続き が不要

で あっ た都市計画区域外における 木造２ 階建て や、

木造平家で2 0 0 ㎡を 超え5 0 0 ㎡以下の住宅など につ

いても 手続き が必要と なり ます。 また、 都市計画区

域内については、 従来どおり です。

②原則、全ての新築（ 増改築においては増改築部分のみ）

建築物は省エネルギー基準への適合が義務化と なり

まし た。

③こ れら に伴い、 建築確認手数料など についても 改正

さ れています。

※詳し く は、 市 を ご確認く ださ い。

本庁建築住宅課建築指導Ｇ（ 3 6 4 2 ）

▲県

▲市
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介護予防元気度アッ プ事業対象拡充
　 令和７ 年度介護予防元気度アッ プ事業について、 新たに特定健診、 長寿健診、 一般健診、

歯周病検診およ びお口歯ッ ピ ー健診を 受診すると ポイ ン ト を 付与し ます。

各健診（ 検診）に該当する 6 5 歳以上の方

年度内に上記の健診（ 検診）を 受診し た結果通知を 翌年度、 転換する 際にカ ード と 一緒に

本庁高齢・ 介護福祉課または、 各支所、 甑島振興局、 各市民サービスセン タ ーに提示

※受診時、 医療機関ではカ ード への押印はし ません。

※ポイ ント は、 １ つの健診（ 検診）ごと に３ ポイ ン ト 付与し ます。

本庁高齢・ 介護福祉課包括支援Ｇ（ 2 6 7 7 ）

■住宅などに関する各種補助金制度
本庁建築住宅課建築指導Ｇ（ ３ ６ ４ ２ 、 ３ ６ ４ ３ ）

補助金 補助対象者 補助対象工事など 補助率・ 金額 受付期間・ 注意事項

①既存住宅改
修環境整備
事業補助金

・ 本市に住所を 有する方
・ 改修工事を行う 住宅に

居住し ている所有者
・ 市税を 滞納し て いな

い方

・ 住宅の機能の維持およ び向
上のた めに行う 改修（ 増築
を 含む）で、 工事に要する
費用（ 消費税な ど を 含む）
が、 20万円以上の工事で、
市に登録さ れている市内の
業者に依頼する工事

・ 省エネ等枠（ 省エネ性能、 生活
環境およ び耐震性の向上、 防
災対策、 バリ ア フ リ ー工事な
どの工事費が過半のも の）

　 　 補助率＝５ 分の１
　 　 上限額＝20万円
・ 通常枠
　 　 補助率＝５ 分の１
　 　 上限額＝15万円

▶ 省エネ等枠50件程度
　 ▶ 通常枠135件程度
※た だ し 、 受付期間中に

予算の範囲を 超え た 場
合は、抽選（ 通常枠のみ）
５ /13（ 火）～ 26（ 月）

※土、 日曜日を除く
直接、 送付

②危険ブ ロ ッ
ク 塀等解体
撤去促進事
業補助金

・ 市内に所在する 危険
ブ ロ ッ ク 塀な ど の所
有者や、 所有者から
委任を受けた方

・ 市税を 滞納し て いな
い方

・ 工事に要する 費用（ 消費税
な ど を 含む）が10万円以上
で、 解体工事の資格を 持つ
市内の業者に依頼する工事

・ 道路などに面し 、 かつ高さ
が１ ｍ以上の危険なブロ ッ
ク 塀などを 解体撤去する 工
事

補助率＝２ 分の１
上限額＝20万円

先着４ 件程度
４ /21（ 月）～

③木造住宅耐
震 診 断・ 改
修工事補助
金

・ 耐震診断ま た は耐震
改修工事を 行う 木造
住宅の居住者ま た は
所有者

・ 市税を 滞納し て いな
い方

・ 昭和56年５ 月31日以前に
着工さ れた 一戸建て 住宅、
長屋および共同住宅で、 ２
階建て 以下かつ 延べ面積
500 ㎡以下の木造住宅の耐
震診断または耐震改修工事

耐震診断
　 補助率＝３ 分の２
　 上限額＝９ 万円
耐震改修工事
　 補助率＝10分の８
　 上限額＝100万円

耐震診断
４ /21（ 月）～９ /30（ 火）
先着４ 棟

耐震改修工事
５ /13（ 火）～９ /30（ 火）
先着２ 棟

※次年度に 予定し て い る
方についても 、 ９ 月末日
までにご相談く ださ い。

④がけ 地近接
等危険住宅
移転事業補
助金

・ 安 全 な 所 へ 移 転 し 、
危険住宅を 除却さ れ
る方

・ 前記を 行い、 居住者
ま た は親族が金融機
関から の借り 入れを
行っ て、 移転先の住
宅建設、 購入ま た は
改修を さ れる 方（ 利息
補給を受ける場合）

・ 市税を 滞納し て いな
い方

次のいずれかに該当する危険
住宅に、 本人または親族が継
続し て居住し ているこ と
・ がけ上、 がけ下に建っ てい

る 昭和46年８ 月31日以前
に建築さ れた住宅

・ 災害危険区域内（ 急傾斜地
崩壊危険区域）ま た は土砂
災害特別警戒区域内に建つ
住宅

※防災工事が完了し ている 場
合は対象外

危険住宅の除却費（ 実費）
　 上限額＝３ 万1000円/㎡
動産移転費（ 実費）
　 上限額＝97万5000円
安全な住宅の建設、 購入およ び
改修、 土地取得およ び敷地造成
に伴う 借入に係る利息相当額
　 ・ 建設、 購入および改修費
　 　 上限額＝465万円
　 ・ 土地取得費
　 　 上限額＝206万円
　 ・ 敷地造成費
　 　 上限額＝60万8000円

随時
※予算の調整が必要と な

り ますので、 移転を実
施する前の年度の９ 月
末日までにご相談く だ
さ い。

本庁建築住宅課空き 家政策Ｇ（ ３ ６ ３ ５ 、 ３ ６ ３ ６ ）

補助金 補助対象者 補助対象工事など 補助率・ 金額 受付期間・ 注意事項

危険廃屋等解
体撤去促進事
業補助金

・ 市内に所在する 危険
廃屋な ど の所有者や
所有者から 委任を 受
けた方など

・ 市税を 滞納し て いな
い方

・ 工事に要する 費用（ 消費税
な ど を 含む）が30万円以上
で、 解体工事の資格を 持つ
市内の業者に依頼する工事

危険廃屋
　 補助率＝３ 分の１
　 上限額＝30万円
景観支障廃屋（ 甑島地区）
　 補助率＝２ 分の１
　 上限額＝45万円

先着50件程度
４ /21（ 月）～

※補助金額に1000円未満の端数が生じ た場合は、 切り 捨て
※いずれの補助金についても 、 交付決定前に工事などの事業に着手し た場合は、 補助金は交付さ れません。
※申請に必要な証明書などが省略さ れ、 様式が変更と なっ ていますのでご注意く ださ い。
※詳細は、 市 をご確認または へお問い合わせく ださ い。
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